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(57)【要約】
【課題】共通電圧信号の周波数を低減させることにより
消費電力の削減と騒音の防止とを共に実現できる表示装
置の駆動方法を提供する。
【解決手段】本発明による表示装置の駆動方法は、奇数
番目のゲートラインが接続されているゲート駆動部と、
偶数番目のゲートラインが接続されているゲート駆動部
とを交互に駆動する。更に、駆動対象のゲート駆動部を
切り換えるごとに共通電圧信号の論理電圧レベルを反転
させる。
【選択図】図3
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートラインのうち、第１のゲートライン群にゲート電圧信号を順番に供給し、
共通電極に共通電圧信号を供給する第１のステップ、及び、
　前記複数のゲートラインのうち、前記第１のゲートライン群を除く残りのゲートライン
から成る第２のゲートライン群にゲート電圧信号を順番に供給し、前記第１のステップに
おける共通電圧信号とは論理電圧レベルの異なる共通電圧信号を共通電極に供給する第２
のステップ、
を有する表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　データ電圧信号と共通電圧信号とでは論理電圧レベルが異なる、請求項１に記載の表示
装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記第１のゲートライン群は奇数番目のゲートラインから成り、前記第２のゲートライ
ン群は偶数番目のゲートラインから成る、請求項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　表示パネルの周縁領域の一辺に設けられている第１のゲート駆動部から前記第１のゲー
トライン群にゲート電圧信号を供給し、前記表示パネルの周縁領域の他辺に設けられてい
る第２のゲート駆動部から前記第２のゲートライン群にゲート電圧信号を供給する、請求
項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　複数のゲートラインを、それぞれが２以上のゲートラインを含む複数のゲートライン群
に分け、
　１フレーム中に前記複数のゲートライン群を所定の順番で駆動し、
　駆動対象のゲートライン群を切り換えるごとに共通電圧信号の論理電圧レベルを切り換
える、
表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　データ電圧信号と共通電圧信号とでは論理電圧レベルが異なる、請求項５に記載の表示
装置の駆動方法。
【請求項７】
　第１のゲートライン群と第２のゲートライン群とに分けられている複数のゲートライン
、を含む表示装置であり、
　前記第１のゲートライン群にゲート電圧信号を順番に供給する期間と、前記第２のゲー
トライン群にゲート電圧信号を順番に供給する期間とを交互に設定し、それら二つの期間
では論理電圧レベルの異なる共通電圧信号を共通電極に供給する表示装置。
【請求項８】
　データ電圧信号と共通電圧信号とでは論理電圧レベルが異なる、請求項７に記載の表示
装置。
【請求項９】
　前記第１のゲートライン群は奇数番目のゲートラインから成り、前記第２のゲートライ
ン群は偶数番目のゲートラインから成る、請求項７に記載の表示装置。
【請求項１０】
　表示パネルの周縁領域の異なる辺に設けられている第１のゲート駆動部と第２のゲート
ライン駆動部、を前記表示装置が更に有し、
　前記第１のゲート駆動部からは前記第１のゲートライン群にゲート電圧信号を供給し、
前記第２のゲート駆動部からは前記第２のゲートライン群にゲート電圧信号を供給する、
請求項７に記載の表示装置。
【請求項１１】
　それぞれが２以上のゲートラインを含む複数のゲートライン群に分けられている複数の
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ゲートライン、を含む表示装置であり、
　１フレーム中に前記複数のゲートライン群を所定の順番で駆動し、駆動対象のゲートラ
イン群を切り換えるごとに共通電圧信号の論理電圧レベルを切り換える表示装置。
【請求項１２】
　データ電圧信号と共通電圧信号とでは論理電圧レベルが異なる、請求項１１に記載の表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、特にその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　平板表示装置の一種である液晶表示装置は、画素電極と共通電極との間に液晶が封入さ
れて成る液晶表示パネルを含む。液晶表示パネルでは、画素電極と共通電極との間の電界
が画素ごとに変化して液晶の光透過率が画素ごとに調節される。それにより、液晶表示パ
ネルに画像が表示される。ここで、画素電極には、目標の階調ごとに異なるデータ電圧が
印加され、共通電極には、一定の共通電圧が印加される。両電極間の電界はデータ電圧と
共通電圧との間の差に応じて変化する。
【０００３】
　近年の液晶表示装置では、各画素に対するデータ電圧と共通電圧との各極性を周期的に
（好ましくはフレームごとに）反転させて液晶の劣化を防ぐ。それにより、画質及び品質
を長期間、一定のレベル以上に維持している。しかし、その極性反転を全ての画素で共通
に行えば、画面にちらつき（フリッカ）が生じる。そこで、データ電圧と共通電圧との各
極性を更に、画素マトリックスの行、若しくは列ごとに、又は画素ごとに反転させ、フリ
ッカを抑えている。特に中小型の液晶表示装置では、データ電圧と共通電圧との各極性を
画素マトリックスの行ごとに反転させている（ライン反転駆動）。
【特許文献１】特開2005―017528号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ライン反転駆動では、駆動対象のゲートラインを切り換えるごとに共通電圧の信号レベ
ルを変えることが必要である。このため、例えば中小型の液晶表示装置では、共通電圧信
号が通常、10KHz～12KHzの高い周波数を有する。それにより、従来の液晶表示装置では消
費電力の低減が困難である。更に、共通電圧信号の周波数が可聴域に含まれるので、共通
電圧信号に起因する騒音の低減も問題である。すなわち、共通電圧信号と基板との共振に
より可聴音が発生するので、その低減が問題である。
　本発明の目的は、共通電圧信号の周波数の低減により、消費電力の更なる削減と共に、
騒音の防止を実現できる表示装置、及びその駆動方法の提供にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一つの観点による表示装置の駆動方法は、
　複数のゲートラインのうち、第１のゲートライン群にゲート電圧信号を順番に供給し、
共通電極に共通電圧信号を供給する第１のステップ、及び、
　第１のゲートライン群を除く残りのゲートラインから成る第２のゲートライン群にゲー
ト電圧信号を順番に供給し、第１のステップにおける共通電圧信号とは論理電圧レベルの
異なる共通電圧信号を共通電極に供給する第２のステップ、を有する。好ましくは、デー
タ電圧信号と共通電圧信号とでは論理電圧レベルが異なる。好ましくは、第１のゲートラ
イン群が奇数番目のゲートラインから成り、第２のゲートライン群が偶数番目のゲートラ
インから成る。好ましくは、表示パネルの周縁領域の一辺に設けられている第１のゲート
駆動部から第１のゲートライン群にゲート電圧信号を供給し、表示パネルの周縁領域の他
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辺に設けられている第２のゲート駆動部から第２のゲートライン群にゲート電圧信号を供
給する。
【０００６】
　本発明の他の観点による表示装置の駆動方法は、
　複数のゲートラインを、それぞれが２以上のゲートラインを含む複数のゲートライン群
に分け、
　１フレーム中に複数のゲートライン群を所定の順番で駆動し、
　駆動対象のゲートライン群を切り換えるごとに共通電圧信号の論理電圧レベルを切り換
える。ここでも、データ電圧信号と共通電圧信号との論理電圧レベルが異なることが好ま
しい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明による上記の駆動方法は、複数のゲートラインを２以上のゲートライン群に分け
、共通電圧信号の論理電圧レベルを駆動対象のゲートライン群ごとに切り換える。特に好
ましくは、奇数番目のゲートラインに接続されているゲート駆動部と、偶数番目のゲート
ラインに接続されているゲート駆動部とを交互に動作させ、かつ、動作するゲート駆動部
の切り換えに合わせて共通電圧信号の論理電圧レベルを切り換えることにより、液晶表示
パネルのライン反転駆動を行う。それにより、共通電圧信号の周波数が従来の駆動方法で
の周波数より抑えられる。従って、表示装置の消費電力が削減されると共に、共通電圧信
号に起因する可聴音の発生が阻止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
　図1～図4を参照すると、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置は、複数の画素P
がマトリックス状に配列されている液晶表示パネル300、液晶表示パネル300に接続されて
いる二つのゲート駆動部400－O、400－Eとデータ駆動部500、データ駆動部500に接続され
ている階調電圧生成部600、液晶表示パネル300に接続されている共通電圧印加部700、及
び、各駆動部の動作を制御する信号制御部800、を備えている。
【０００９】
　液晶表示パネル300はさらに、画素マトリックスの行方向に延びている2n本のゲートラ
インG1～G2nと、列方向に延びているm本のデータラインD1～Dmとを備えている（ここで、
nとmとは自然数である）。各画素Pの領域はゲートラインG1～G2nとデータラインD1～Dmと
により区切られている。
【００１０】
　各画素Pは液晶キャパシタClcと維持キャパシタCstとを備えている（図2参照）。液晶キ
ャパシタClcは図2に示すように、下部表示パネル100の画素電極190と上部表示パネル200
の共通電極270、及び、それらの画素電極190と共通電極270との間に封入されている液晶
（図示せず）から成る。維持キャパシタCstは、下部表示パネル100に備えられている維持
電極（図示せず）と画素電極190との重なり部分から形成されている。尚、維持キャパシ
タCstが、ゲートラインと画素電極190との重なり部分から形成されていても良い。また、
維持キャパシタCstは省略されても良い。各画素Pはスイッチング素子Tをさらに備えてい
る。スイッチング素子Tは、各ゲートラインG1～G2nを通じて伝達されるゲート電圧信号に
応じてオンオフし、液晶キャパシタClcと維持キャパシタCstとの共通端子、すなわち、画
素電極190をデータラインD1～Dmに接続し、又はデータラインD1～Dmから切断する。好ま
しくは、スイッチング素子Tとして薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）が用いられる。共通電極2
70と維持電極とには共通電圧信号Vcomが供給される。
【００１１】
　好ましくは、各画素Pが三原色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）のいずれか一つを別々に表示し（空間分
割方式）、あるいは各画素Pが三原色を交互に表示する（時間分割方式）。三原色（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）間での空間分布の差、または表示時間の差により、所望のカラー画像が液晶表示
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パネル300に表示される。第１の実施形態においては、好ましくは空間分割方式によりカ
ラー表示が行われる。すなわち、図2に示すように、各画素Pが、三原色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の
いずれか一つのカラーフィルター230を備えている。カラーフィルター230は、図2に示す
ように上部表示パネル200に設けられていても良く、その他に下部表示パネル100に設けら
れていても良い。カラーフィルター230の色が、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のいずれ
であるかに応じ、各画素Pを、赤色画素、緑色画素、及び青色画素と称する。
【００１２】
　第１のゲート駆動部400－Oは、図1に示すように、液晶表示パネル300の周縁領域の一辺
に設けられ、液晶表示パネル300に含まれる複数のゲートラインG1～G2nのうち、奇数番目
のゲートラインG1、G3、…、G2n－1に接続されている。第２のゲート駆動部400－Eは液晶
表示パネル300の周縁領域の他辺に設けられ、偶数番目のゲートラインG2、G4、…G2nに接
続されている。各ゲート駆動部400－O、400－Eは、それぞれに接続されているゲートライ
ンG1～G2nに対し、ゲートオン電圧信号Vonとゲートオフ電圧信号Voffとを印加する。好ま
しくは、ゲートオン電圧信号Vonが各ゲートラインに対して一水平周期1Hずつ印加される
。更に、好ましくは、第１のゲート駆動部400－Oと第２のゲート駆動部400－Eとが交互に
動作する。各フレームでは、先ず、第１のゲート駆動部400－Oが奇数番目のゲートライン
G1、…、G2n－1に対して順番にゲートオン電圧信号Vonを印加し、奇数番目のゲートライ
ンG1、…、G2n－1に接続されている複数の薄膜トランジスタをターンオンさせる。次に、
第２のゲート駆動部400－Eが偶数番目のゲートラインG2、…、G2nに対して順番にゲート
オン電圧信号Vonを印加し、偶数番目のゲートラインG2、…、G2nに接続されている複数の
薄膜トランジスタをターンオンさせる。こうして、液晶表示パネル300内の全ての薄膜ト
ランジスタがターンオンし、液晶表示パネル300に一フレームの画像が表示される。尚、
本発明の実施形態はそれには限定されない。ゲートラインG1～G2nの全体が半数ずつ二つ
の群に分けられ、第１のゲート駆動部400－Oが一方のゲートライン群に接続され、第２の
ゲート駆動部400－Eが残りのゲートライン群に接続されていれば良い。但し、ライン反転
駆動による効果を得るためには、各ゲート駆動部400－O、400－Eに接続されているゲート
ラインが交互に並べられていることが好ましい。すなわち、隣接する二つのゲートライン
の一方は第１のゲート駆動部400－Oに接続され、他方は第２のゲート駆動部400－Eに接続
される。
【００１３】
　階調電圧生成部600は、画素の輝度の種類に対応する複数の階調電圧信号、すなわち、
データ電圧信号を生成する。データ電圧信号は好ましくは大きく二種類に分けられ、一方
は共通電圧信号Vcomに対して正の値から成り、他方は負の値から成る。
　データ駆動部500は液晶表示パネル300の複数のデータラインD1～Dmに接続され、データ
電圧信号を各データラインD1～Dmに対して印加する。
【００１４】
　共通電圧印加部700は液晶表示パネル300の共通電極270に対して共通電圧信号Vcomを印
加する。共通電圧印加部700は更に、二つのゲート駆動部400－O、400－Eの各動作期間で
共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルを変化させる。すなわち、第１のゲート駆動部400－O
が駆動する間は第１の論理電圧レベルの共通電圧信号を液晶表示パネル300に対して印加
し、第２のゲート駆動部400－Eが駆動する間は第２の論理電圧レベルの共通電圧信号を液
晶表示パネル300に対して印加する。それにより、各フレームでは共通電圧信号Vcomの論
理電圧レベルが1回しか変わらないので、次に述べる通り、共通電圧信号Vcomの周波数が
従来の駆動方法での周波数より低い。従来の駆動方法によるライン反転駆動では、ゲート
信号が印加されるゲートラインが切り換えられるごとに共通電圧信号Vcomの論理電圧レベ
ルが切り換えられていた。例えば、第１のゲートラインG1に対してゲート信号（すなわち
、ゲートオン電圧信号）を印加するときには第１の論理電圧レベルの共通電圧信号を共通
電極に供給し、第２のゲートラインG2に対してゲート信号を印加するときには第２の論理
電圧レベルの共通電圧信号を印加していた。続いて、第３のゲートラインG3に対してゲー
ト信号を印加するときには第１の論理電圧レベルの共通電圧信号を印加し、第４のゲート
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ラインG4に対してゲート信号を印加するときには第２の論理電圧レベルの共通電圧信号を
印加していた。このように、従来の駆動方法では共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルが1
フレーム当たり、ゲートラインの総数と等しい回数だけ切り換えられていたので、共通電
圧信号Vcomの周波数が格段に高かった。しかし、本発明の第１の実施形態においては、上
述のように、共通電圧レベルVcomの論理電圧レベルが1フレーム当たり1回ずつしか変わら
ない。従って、共通電圧信号Vcomの周波数が従来の駆動方法での周波数より大幅に低減す
る。
【００１５】
　信号制御部800は外部から、映像信号R、G、B、垂直同期信号Vsync、水平同期信号Hsync
、及びメインクロック信号CLKを受け、それらに基づき、ゲート駆動部400－O、400－E、
データ駆動部500、階調電圧生成部600、及び共通電圧印加部700の各動作を制御するため
の制御信号を生成して出力する。
【００１６】
　以下、第１の実施形態による液晶表示装置の動作を説明する。
　信号制御部800はまず、映像信号R、G、Bを処理して液晶表示パネル300の動作条件に合
致させ、かつ、ゲート制御信号とデータ制御信号とを含む制御信号を生成する。信号制御
部800は次に、それらの信号を制御対象の各駆動部等に送る。
【００１７】
　図3に示すように、あるフレーム1Fでは先ず、第１のゲート駆動部400－Oがゲート制御
信号に従って動作し、奇数番目のゲートラインG1、…、G2n－1に順番にゲートオン電圧信
号Vonを供給する。それにより、奇数番目のゲートラインG1、…、G2n－1のそれぞれに接
続されている薄膜トランジスタがターンオンする。一方、奇数番目のゲートラインG1、…
、G2n－1にゲートオン電圧信号Vonが供給されている期間では、図3に示すように、共通電
圧印加部700が第１の論理電圧レベルの共通電圧信号Vcom＋を液晶表示パネル300の共通電
極270に供給する。
【００１８】
　次に、第２のゲート駆動部400－Eがゲート制御信号に従って動作し、図3に示すように
、偶数番目のゲートラインG2、…、G2nに順番にゲートオン電圧信号Vonを供給する。それ
により、偶数番目のゲートラインG2、…、G2nのそれぞれに接続されている薄膜トランジ
スタがターンオンする。一方、偶数番目のゲートラインG2、…、G2nにゲートオン電圧信
号Vonが供給されている期間では、図3に示すように、共通電圧印加部700が第２の論理電
圧レベルの共通電圧信号Vcom－を共通電極270に供給する。
【００１９】
　二つのデータ駆動部400－O、400－Eの動作と並行し、データ駆動部500が、階調電圧生
成部600により生成されたデータ電圧信号の中から一つを映像信号R、G、Bに応じて選択し
、データ制御信号に従って各データラインD1～Dmに対して印加する。印加されたデータ電
圧信号は、ターンオンしている薄膜トランジスタを介して液晶表示パネル300の画素電極1
90に供給される。
【００２０】
　こうして、そのフレーム1F中に、液晶表示パネル300の全てのゲートラインG1～G2nに対
してゲートオン電圧信号Vonが順番に供給され、それらに接続されている薄膜トランジス
タが全てターンオンする。それにより、全ての画素Pの画素電極190にデータ電圧信号が供
給される。次のフレームでは、データ駆動部500がデータ電圧信号の極性を反転させるこ
と、及び、共通電圧印加部700が共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルを反転させることを
除き、図3に示されている動作と同様な動作が繰り返される。特に共通電圧印加部700が共
通電極270に、奇数番目のゲートラインG1、…、G2n－1にゲートオン電圧信号Vonが供給さ
れている期間では第２の論理電圧レベルの共通電圧信号Vcom－を供給し、偶数番目のゲー
トラインG2、…、G2nにゲートオン電圧信号Vonが供給されている期間では第１の論理電圧
レベルの共通電圧信号Vcom＋を供給する。それにより、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベ
ルは一フレーム当たり1回しか変わらない。従って、共通電圧信号Vcomの周波数（一フレ
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ーム当たりのスイング回数）が従来の駆動方法での周波数より低く抑えられるので、液晶
表示装置の消費電力が削減される。さらに、共通電圧信号Vcomの周波数の低減により、液
晶表示パネル300からの騒音が低減する。
　尚、共通電圧信号Vcomの周波数が可聴域より十分に低く維持される限り、共通電圧信号
Vcomの論理電圧レベルが一フレーム当たり2回以上変えられても良い。好ましくは、その
切り換えの回数が偶数である。
【００２１】
　上述の動作では更に、次に述べる通り、共通電圧印加部700の動作が従来のフレーム反
転駆動での動作とほとんど同じであるにも関わらず、液晶表示パネル300ではライン反転
駆動が実現される。図3に示すように、上記のフレーム1Fのうち、奇数番目のゲートライ
ンG1、…、G2n－1が順番に駆動されている期間では第１の論理電圧レベルの共通電圧信号
Vcom＋が液晶表示パネル300に供給され、偶数番目のゲートラインG2、…、G2nが順番に駆
動されている期間では第２の論理電圧レベルの共通電圧信号Vcom－が液晶表示パネル300
に供給される。それにより、各画素Pに対して印加されるデータ電圧信号と共通電圧信号V
comとの間の差の極性が、図4に正（＋）と負（－）とで示されているように、画素マトリ
ックスの行ごとに交互に反転する。例えば、図4に示されている1、3、5、7、9番目の各ゲ
ートラインG1、G3、G5、G7、G9に接続されている各画素Pでは信号の極性が正（＋）であ
り、2、4、6、8、10番目の各ゲートラインG2、G4、G6、G8、G10に接続されている各画素P
では負（－）である。ここで、信号極性とは、共通電圧信号Vcomに対するデータ電圧信号
の極性を言う。
【００２２】
　図5に示されているように、各ゲート駆動部400－O、400－Eは好ましくは、ゲートライ
ンG1～G2nのそれぞれに一つずつ接続されている複数のステージ400－1～400－2nを備えて
いる。図5では、液晶表示パネル300の左側の周縁領域に第１のゲート駆動部400－Oが設け
られ、右側の周縁領域に第２のゲート駆動部400－Eが設けられている。ゲートラインG1～
G2nの総数が2n本である場合、各ゲート駆動部400－O、400－Eにはn個ずつステージが備え
られている。すなわち、第１のゲート駆動部400－Oには、奇数番目のゲートラインG1～G2
n－1のそれぞれに一つずつ接続されている第１～２n－1番目のステージ400－1～400－2n
－1が備えられ、第２のゲート駆動部400－Eには、偶数番目のゲートラインG2～G2nのそれ
ぞれに一つずつ接続されている第２～２n番目のステージ400－2～400－2nが備えられてい
る。
【００２３】
　信号制御部800からのゲート制御信号には好ましくは、クロック信号CKV－O、CKV－Eと
その反転信号CKVB－O、CKVB－E、及び垂直同期開始信号STV－O、STV－Eとその反転信号ST
VB－O、STVB－Eが含まれている。先頭のステージ400－1（400－2）は、クロック信号CKV
－O（CKV－E）、反転クロック信号CKVB－O（CKVB－E）、垂直同期開始信号STV－O（STV－
E）、及び、次のステージ400－3（400－4）の出力信号SOUT3（SOUT4）に応じ、先頭のゲ
ートラインG1（G2）にゲートオン電圧信号Vonまたはゲートオフ電圧信号Voffを供給する
。二段目以降の各ステージ400－3、…、400－2n－3（400－4、…、400－2n）は、クロッ
ク信号CKV－O（CKV－E）、反転クロック信号CKVB－O（CKVB－E）、及び前後のステージの
出力信号に応じ、接続された各ゲートラインG2～G2n－2にゲートオン電圧信号Vonまたは
ゲートオフ電圧信号Voffを供給する。最後のステージ400－2n－1（400－2n）は、クロッ
ク信号CKV－O（CKV－E）、反転クロック信号CKVB－O（CKVB－E）、前のステージ400－2n
－3（400－2n－2）の出力信号SOUT2n－3（SOUT2n－2）、及び、垂直同期開始信号の反転
信号STVB－O（STVB－E）に応じ、最後のゲートラインG2n－1（G2n）にゲートオン電圧信
号Vonまたはゲートオフ電圧信号Voffを供給する。
【００２４】
　先ず、信号制御部800が第１の垂直同期開始信号STV－Oを第１のゲート駆動部400－Oの
第１のステージ400－1に対して印加する。図6に示すように、第１の垂直同期開始信号STV
－Oの示す論理値が「ハイ」から「ロー」へ変わると、第１のステージ400－1が第１のゲ
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ートラインG1にゲートオン電圧信号Vonを印加する。一方、共通電圧信号Vcomの論理電圧
レベルが第１の論理電圧レベル（例えば「ハイ」）に維持される。第１のゲートラインG1
に接続されている複数の薄膜トランジスタがゲートオン電圧信号Vonによってターンオン
するので、各薄膜トランジスタに接続されているデータラインD1～Dmからデータ電圧信号
が画素電極に対して印加される。
【００２５】
　第１のステージ400－1から出力された第１の出力信号SOUT1は第３のステージ400－3に
対しても印加される。それにより、第３のステージ400－3が第３のゲートラインG3に対し
てゲートオン電圧信号Vonを印加する。従って、第３のゲートラインG3に接続されている
複数の薄膜トランジスタがターンオンするので、各薄膜トランジスタに接続されているデ
ータラインD1～Dmからデータ電圧信号が画素電極に対して印加される。第３のステージ40
0－3から出力された第３の出力信号SOUT3は第１のステージ400－1に対しても印加される
。第１のステージ400－1は第３の出力信号SOUT3に従ってリセットされる。
【００２６】
　第５のステージ400－5～第2n－3のステージ400－2n－3は順番に、第３のステージ400－
3による上述の動作と同様に動作する。最後に、第2n－3の出力信号SOUT2n－3に従って第2
n－1のステージ400－2n－1が第2n－1のゲートラインG2n－1に対してゲートオン電圧信号V
onを印加する。それにより、第2n－1のゲートラインG2n－1に接続されている複数の薄膜
トランジスタがターンオンするので、各薄膜トランジスタに接続されているデータライン
D1～Dmからデータ電圧信号が画素電極に対して印加される。好ましくは、第2n－1のステ
ージ400－2n－1は第１の垂直同期開始信号の反転信号STVB－Oによりリセットされる。
　このように、第１のゲート駆動部400－0内のステージ400－1、…、400－2n－1が順番に
駆動されることにより、奇数番目のゲートラインG1、…、G2n－1に対して順番にゲートオ
ン電圧信号Vonが印加される。一方、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルは、図6に示すよ
うに、「ハイ」に維持される。
【００２７】
　ゲートオン電圧信号Von及びデータ電圧信号の各印加時間はクロック信号及びその反転
信号に従って制御される。図6では、各ゲートラインに対するゲートオン電圧信号Vonの印
加時間がクロック信号CLK－Oの半周期に設定されている。尚、本発明の実施形態はそれに
は限定されない。すなわち、ゲートラインに対するゲートオン電圧信号Vonの印加時間は
種々に変更可能である。例えば、クロック信号の1周期当たりに1本のゲートラインにゲー
トオン電圧信号Vonが供給されても良い。その場合、各ゲートラインに対するゲートオン
電圧信号Vonの印加期間が別のゲートラインに対するゲートオン電圧信号Vonの印加期間と
、クロック信号の周期の半分だけ重なっていても良い。
【００２８】
　第１のゲート駆動部400－Oによるゲートオン電圧信号Vonの印加が完了した後、信号制
御部800は次に、第２の垂直同期開始信号STV－Eを第２のゲート駆動部400－Eの第２のス
テージ400－2に対して印加する。図6に示すように、第２の垂直同期開始信号STV－Eの示
す論理値が「ハイ」から「ロー」へ変わると、第２のステージ400－2が起動する。それと
同時に、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルが第２の論理電圧レベル（「ロー」）に変わ
る。好ましくは、第２の垂直同期開始信号STV－Eの論理値が、図6に示されている通り、
第１のゲート駆動部400－Oで第2n－1のステージ400－2n－1が駆動される期間中「ハイ」
に維持され、第2n－1のステージ400－2n－1の駆動完了と同時に「ロー」に切り換えられ
る。
　第２の垂直同期開始信号STV－Eの印加後、第２のゲート駆動部400－Eでは複数のステー
ジ400－2、…、400－2nが、第１のゲート駆動部400－Oでの複数のステップ400－1、…、4
00－2n－1の上述の動作と同様に、順番に駆動される。それにより、偶数番目のゲートラ
インG2、…、G2nに対して順番にゲートオン電圧信号Vonが印加される。一方、共通電圧信
号Vcomの論理電圧レベルは、図6に示すように、「ロー」に維持される。
　図6に示されている動作と同様な動作が次のフレームでも繰り返される。但し、次のフ
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レームでは共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルが反転する。すなわち、共通電圧信号Vcom
の論理電圧レベルがフレームの前半では第２の論理電圧レベル「ロー」に維持され、フレ
ームの後半では第１の論理電圧レベル「ハイ」に維持される。
【００２９】
　図6では、液晶表示パネル300の上側のゲートラインから下側のゲートラインの順にゲー
トオン電圧信号Vonが印加される。更に正確には、各フレームの前半では、奇数番目のゲ
ートラインに対し、第１のゲートラインから液晶表示パネルの下方に向かう順にゲートオ
ン電圧信号が印加され、各フレームの後半では、偶数番目のゲートラインに対し、第２の
ゲートラインから下方に向かう順にゲートオン電圧信号が印加される。しかし、本発明の
実施形態はそれには限定されず、種々の変形が可能である。
【００３０】
　例えば、第１の実施形態による液晶表示装置は、図6に示されている信号に代え、図7に
示されている信号を使用しても良い。図7では、液晶表示パネル300の下側のゲートライン
から上側のゲートラインの順にゲートオン電圧信号Vonが印加される。更に正確には、各
フレームの前半では、奇数番目のゲートラインに対し、第2n－1のゲートラインG2n－1か
ら液晶表示パネル300の上方に向かう順にゲートオン電圧信号Vonが印加され、各フレーム
の後半では、偶数番目のゲートラインに対し、第2nのゲートラインG2nから上方に向かう
順にゲートオン電圧信号Vonが印加される。一方、図7に示されているフレームのうち、奇
数番目のゲートラインG1、…、G2n－1に対してゲートオン電圧信号Vonを印加する期間で
は第１の論理電圧レベル（「ハイ」）の共通電圧信号Vcomが液晶表示パネル300に供給さ
れ、偶数番目のゲートラインG2、…、G2nに対してゲートオン電圧信号Vonを印加する期間
では第２の論理電圧レベル（「ロー」）の共通電圧信号Vcomが液晶表示パネル300に供給
される。
【００３１】
　さらに具体的には、第１のゲート駆動部400－Oでは、第2n－1のステージ400－2n－1が
第１の垂直同期開始信号の反転信号STVB－Oの印加により起動し、第2n－3のステージから
第1のステージ400－1までの各ステージが次のステージからの出力信号により起動する。
同様に、第２のゲート駆動部400－Eでは、第2nのステージ400－2nが第２の垂直同期開始
信号の反転信号STVB－Eの印加により起動し、第2n－2のステージから第2のステージ400－
2までの各ステージが次のステージからの出力信号により起動する。
【００３２】
　各フレームではまず、図7に示すように、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルがそのま
ま（図7では第１の論理電圧レベルのまま）維持される。一方、第１の垂直同期開始信号
の反転信号STVB－Oの示す論理値が「ハイ」から「ロー」へ変わる。それと同時に、第2n
－1のステージ400－2n－1が第2n－1のゲートラインG2n－1に対してゲートオン電圧信号Vo
nを印加する。第2n－1のステージ400－2n－1から出力された第2n－1の出力信号SOUT2n－1
は第2n－3のステージ400－2n－3に対しても印加される。それにより、第2n－3のステージ
400－2n－3が第2n－3のゲートラインG2n－3に対してゲートオン電圧信号Vonを印加する。
同様に、第2n－5、…、第１のステージが順番に動作し、第2n－3、…、第１のゲートライ
ンG2n－3、…、G1にゲートオン電圧信号Vonを順番に供給する。好ましくは、第１のステ
ージ400－1は第１の垂直同期開始信号STV－Oによりリセットされる。
【００３３】
　次に、第２の垂直同期開始信号の反転信号STVB－Eの示す論理値が「ハイ」から「ロー
」へ変わると、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルが切り換わる（図7では第２の論理電
圧レベルに変わる）。それと同時に、第2nのステージ400－2nが第2nのゲートラインG2nに
対してゲートオン電圧信号Vonを印加する。以後、第２のゲート駆動部400－Eでは第2n－2
、…、第２のステージ400－2n－2、…、400－2が、第１のゲート駆動部400－Oでの複数の
ステップ400－1、…、400－2n－1の上述の動作と同様に、順番に動作する。それにより、
第2n－2、…、第２のゲートラインG2n－2、…、G2にゲートオン電圧信号Vonが順番に供給
される。
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【００３４】
　このように、本発明の第１の実施形態による液晶表示装置は複数のゲートラインに対し
てゲートオン電圧信号Vonを、液晶表示パネル300の上側から順にも、逆に下側から順にも
印加できる。更に、あるフレームでは、液晶表示パネル300の上側に位置するゲートライ
ンから順にゲートオン電圧信号Vonを印加し、他のフレームでは、下側に位置するゲート
ラインから順にゲートオン電圧信号Vonを印加しても良い。その他に、二つのゲート駆動
部400－O、400－Eの間でゲートオン電圧信号Vonを印加する順番が逆でも良い。例えば、
第１のゲート駆動部400－Oでは、第１のゲートラインGnから第2n－1のゲートラインG2n－
1の順にゲートオン電圧信号Vonが印加され、第２のゲート駆動部400－Eでは第2nのゲート
ラインG2nから第２のゲートラインG2の順にゲートオン電圧信号Vonが印加されても良い。
【００３５】
　第１の実施形態においては、信号制御部800からのゲート制御信号に含まれている二つ
の垂直同期開始信号STV－O、STV－Eとそれぞれの反転信号STVB－O、STVB－Eとにより、二
つのゲート駆動部400－O、400－Eが交互に駆動される。しかし、本発明の実施形態はそれ
には限定されず、例えば、次のようなものであっても良い。信号制御部800からは単一の
垂直同期開始信号が出力される。その垂直同期開始信号により第１のゲート駆動部400－O
がまず駆動される。第１のゲート駆動部400－O内の最後のステージからゲートオン電圧信
号Vonが出力されたとき、その出力信号が第２のゲート駆動部400－Eの最初のステージに
供給される。それにより、第２のゲート駆動部400－Eが駆動される。
【００３６】
　第１の実施形態では、二つのゲート駆動部が液晶表示パネルの両側に配置され、それら
が交互に動作する。更に、一方のゲート駆動部から奇数番目のゲートラインにゲートオン
電圧信号が供給される期間と、他方のゲート駆動部から偶数番目のゲートラインにゲート
オン電圧信号が供給される期間とで、共通電圧信号の論理電圧レベルが切り換えられる。
しかし、本発明の実施形態はそれには限定されない。すなわち、２以上のゲート駆動部が
設けられ、共通電圧信号の論理電圧レベルが一フレーム当たり1回以上切り換えられれば
良い。好ましくは、ゲート駆動部の総数が2～20に設定される。更に好ましくは、共通電
圧信号の論理電圧レベルが、1フレーム当たり、1～20回切り換えられる。
【００３７】
　以下、図8、9を参照しながら、ゲート駆動部を４つ有する本発明の第２の実施形態によ
る液晶表示装置について説明する。後述する説明のうち、上述の説明と重複する部分につ
いてはその部分を援用する。
　図8及び図9を参照すると、第２の実施形態による液晶表示装置は、信号制御部800から
の制御信号に従ってゲートラインG1～G4nに順番にゲートオン電圧信号Vonを供給する４つ
のゲート駆動部401、402、403、404を備えている。
【００３８】
　第１のゲート駆動部401は、第１のステージ400－1、第５のステージ、…、第4n－3のス
テージ400－4n－3を備えている。各ステージは３本置きに並ぶ、第１のゲートラインG1、
第５のゲートライン、…、第4n－3のゲートラインG4n－3のそれぞれに接続され、第１の
垂直同期開始信号STV－1とその反転信号STVB－1とに従い、各ゲートラインに対してゲー
トオン電圧信号Vonを順番に印加する。第２のゲート駆動部402は、第２のステージ400－2
、第６のステージ、…、第4n－2のステージ400－4n－2を備えている。各ステージは３本
置きに並ぶ、第２のゲートラインG2、第６のゲートライン、…、第4n－2のゲートラインG
4n－2のそれぞれに接続され、第２の垂直同期開始信号STV－2とその反転信号STVB－2とに
従い、各ゲートラインに対してゲートオン電圧信号Vonを順番に印加する。第３のゲート
駆動部403は、第３のステージ400－3、第７のステージ、…、第4n－1のステージ400－4n
－1を備えている。各ステージは３本置きに並ぶ、第３のゲートラインG3、第７のゲート
ライン、…、第4n－1のゲートラインG4n－1のそれぞれに接続され、第３の垂直同期開始
信号STV－3とその反転信号STVB－3とに従い、各ゲートラインに対してゲートオン電圧信
号Vonを順番に印加する。第４のゲート駆動部404は、第４のステージ400－4、第８のステ
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ージ、…、第4nのステージ400－4nを備えている。各ステージは３本置きに並ぶ、第４の
ゲートラインG4、第８のゲートライン、…、第4nのゲートラインG4nのそれぞれに接続さ
れ、第４の垂直同期開始信号STV－4とその反転信号STVB－4とに従い、各ゲートラインに
対してゲートオン電圧信号Vonを順番に印加する。
【００３９】
　複数のゲートラインG1～G4nは３本置きに四つの群に分けられ、群ごとに異なるゲート
駆動部401、402、403、404に接続されている。すなわち、図8に示すように、第１のゲー
ト駆動部401に接続されているゲートライン（例えばG1）の直ぐ下に位置するゲートライ
ン（例えばG2）は第２のゲート駆動部402に接続されている。第２のゲート駆動部402に接
続されているゲートライン（例えばG2）の直ぐ下に位置するゲートライン（例えばG3）は
第３のゲート駆動部403に接続されている。第３のゲート駆動部403に接続されているゲー
トライン（例えばG3）の直ぐ下に位置するゲートライン（例えばG4）は第４のゲート駆動
部404に接続されている。第４のゲート駆動部404に接続されているゲートライン（例えば
G4）の直ぐ下に位置するゲートラインは第１のゲート駆動部401に接続されている。
【００４０】
　第２の実施形態においては、第１～第４のゲート駆動部401、402、403、404が一定の順
番で動作する。更に、以下に述べるように、各フレーム内では、動作するゲート駆動部が
切り替わる度に、液晶表示パネル300に供給される共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルが
切り換えられる。尚、直前のフレームから次のフレームに移行する時点では、共通電圧信
号Vcomの論理電圧レベルがそのまま維持される。
【００４１】
　図9に示すように、各フレームではまず、信号制御部800が第１のゲート駆動部401に第
１の垂直同期開始信号STV－1を供給する。第１の垂直同期開始信号STV－1の示す論理値が
「ハイ」から「ロー」へ変わると、第１のゲート駆動部401の第１のステージ400－1が起
動し、第１のゲートラインG1に対してゲートオン電圧信号Vonを印加する。第１のステー
ジ400－1から出力された出力信号SOUT1は次の第５のステージに対しても印加される。そ
れにより、第５のステージが第５のゲートラインに対してゲートオン電圧信号Vonを印加
する。第５のステージから出力された出力信号は第１のステージ400－1に対しても印加さ
れる。第１のステージ400－1はその出力信号に従ってリセットされる。第１のゲート駆動
部401内では、以下同様に、各ステージの出力信号により次のステージが順番に起動し、
各ステージに接続されているゲートラインに対してゲートオン電圧信号Vonを順番に印加
する。更に、次のステージの出力信号により各ステージがリセットされる。第１のゲート
駆動部401の最後の第4n－3のステージ400－4n－3が第4n－3のゲートラインG4n－3に対し
てゲートオン電圧信号Vonを供給し終えた時、第１のゲート駆動部401の動作は完了する。
【００４２】
　次に、信号制御部800が第２のゲート駆動部402に第２の垂直同期開始信号STV－2を供給
する。一方、第１の垂直同期開始信号の反転信号STVB－1が第4n－3のステージ400－4n－3
に供給される。その反転信号に従い、第4n－3のステージ400－4n－3がリセットされる。
　第２の垂直同期開始信号STV－2が供給された第２のゲート駆動部402内では第２のステ
ージ400－2、…、第4n－2のステージ400－4n－2が、第１のゲート駆動部401内の第１のス
テージ400－1、…、第4n－3のステージ400－4n－3と全く同様に順番に駆動され、接続さ
れているゲートライン群G2、…、G4n－2に対してゲートオン電圧信号Vonを順番に印加す
る。第4n－2のゲートラインG4n－2へのゲートオン電圧信号Vonの印加が完了すると、第２
のゲート駆動部402が停止する。
【００４３】
　続いて、信号制御部800が第３のゲート駆動部403に第３の垂直同期開始信号STV－3を供
給する。一方、第２の垂直同期開始信号の反転信号STVB－2が第4n－2のステージ400－4n
－2に供給される。その反転信号に従い、第4n－2のステージ400－4n－2がリセットされる
。
　第３の垂直同期開始信号STV－3が供給された第３のゲート駆動部403内では第３のステ
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ージ400－3、…、第4n－1のステージ400－4n－1が、第１のゲート駆動部401内の第１のス
テージ400－1、…、第4n－3のステージ400－4n－3と全く同様に順番に駆動され、接続さ
れているゲートライン群G3、…、G4n－1に対してゲートオン電圧信号Vonを順番に印加す
る。第4n－1のゲートラインG4n－1へのゲートオン電圧信号Vonの印加が完了すると、第３
のゲート駆動部403が停止する。
【００４４】
　更に、信号制御部800が第４のゲート駆動部404に第４の垂直同期開始信号SVT－4を供給
する。一方、第３の垂直同期開始信号の反転信号STVB－3が第4n－1のステージ400－4n－1
に供給される。その反転信号に従い、第4n－1のステージ400－4n－1がリセットされる。
　第４の垂直同期開始信号SVT－4が供給された第４のゲート駆動部404内では第４のステ
ージ400－4、…、第4nのステージ400－4nが、第１のゲート駆動部401内の第１のステージ
400－1、…、第4n－3のステージ400－4n－3と全く同様に順番に駆動され、接続されてい
るゲートライン群G4、…、G4nに対してゲートオン電圧信号Vonを順番に印加する。第4nの
ゲートラインG4nへのゲートオン電圧信号Vonの印加が完了すると、第４のゲート駆動部40
4が停止する。更に、次のフレームで信号制御部800が第１のゲート駆動部401に第１の垂
直同期開始信号SVT－1を再び供給するとき、第４の垂直同期開始信号の反転信号STVB－4
が第4nのステージ400－4nに供給される。その反転信号に従い、第4nのステージ400－4nが
リセットされる。
　こうして、一フレーム中に液晶表示パネル300の全てのゲートラインG1～G4nに対してゲ
ートオン電圧信号Vonが供給される。
【００４５】
　一方、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルは、図9に示すフレームでは、第１のゲート
駆動部401が駆動される期間では「ハイ」に維持され、第２のゲート駆動部402が駆動され
る期間では「ロー」に維持され、第３のゲート駆動部403が駆動される期間では「ハイ」
に維持され、第４のゲート駆動部404が駆動される期間では「ロー」に維持される。この
ように、第２の実施形態においては、1フレーム中に、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベ
ルが3回切り換えられる。すなわち、共通電圧信号Vcomの周波数がフレーム周波数の半分
に相当する。このように共通電圧信号Vcomの周波数が従来の駆動方法での周波数よりかな
り低いので、共通電圧信号Vcomの論理電圧レベルの切り換えに伴う消費電力が抑えられる
と共に、騒音の発生が阻止される。
【００４６】
　また、第１のゲート駆動部401及び第３のゲート駆動部403に対しては同じ論理電圧レベ
ル（図9では「ハイ」）の共通電圧信号Vcomが印加され、第２のゲート駆動部402及び第４
のゲート駆動部404に対しては逆の論理電圧レベル（図9では「ロー」）の共通電圧信号Vc
omが印加される。それにより、液晶表示パネル300ではライン反転駆動が実現される。す
なわち、第１のゲート駆動部401及び第３のゲート駆動部403により、奇数番目のゲートラ
インに接続されている画素に対する信号極性が等しく（図9では正に）維持され、第２の
ゲート駆動部402及び第４のゲート駆動部404により、偶数番目のゲートラインに接続され
ている画素に対する信号極性がその逆（図9では負に）維持される。
【００４７】
　以上、本発明による表示装置の駆動方法の実施形態について説明した。しかし、それら
は単なる例示に過ぎず、本発明の実施形態はそれらには限定されない。実際、当業者であ
れば、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨を逸脱することなく、種々の変更が可能
であろう。従って、それらの変更も当然に、本発明の技術的範囲に含まれると解されるべ
きである。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置のブロック図。
【図２】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置に含まれる一つの画素を示す模式図
。
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【図３】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置で使用されるデータ電圧信号と共通
電圧信号との各波形図。
【図４】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置のライン反転駆動でのデータ電圧信
号と共通電圧信号との各極性を示す模式図。
【図５】本発明の第１の実施形態による液晶表示パネルとゲート駆動部とを示すブロック
図。
【図６】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置で使用される各信号の波形図の一例
。
【図７】本発明の第１の実施形態による液晶表示装置で使用される各信号の波形図の別例
。
【図８】本発明の第２の実施形態による液晶表示パネルとゲート駆動部とを示すブロック
図。
【図９】本発明の第２の実施形態による液晶表示装置で使用される各信号の波形図。
【符号の説明】
【００４９】
　300　　　液晶表示パネル
　400－O　第１のゲート駆動部
　400－E　第２のゲート駆動部
　500　　　データ駆動部
　600　　　階調電圧生成部
　700　　　共通電圧印加部
　800　　　信号制御部

【図１】 【図２】
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